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　埼玉県交通安全対策協議会では、埼玉県内在
住の交通遺児等を対象に、援護一時金を給付し
ています。
対象者　平成22年４月１日以降、交通遺児等と
　なった18歳以下の人
※交通遺児等とは、保護者の一方又は双方が交
通事故により死亡又は重い障害を持つ18歳以下
の人をいいます。
給付額　対象者１人につき10万円（１事故につ
　き１回のみ）
給付時期　10月又は平成24年４月
申請方法　申請書類に必要事項を記入のうえ、
　下記の提出先へ郵送又は直接持参
※申請書類は、自治防災課（市役所３階)、総
務課（総合支所２階)、幼稚園、保育園（所)、
各学校で配布します。
提出先　
　〒３３０−００６３
　さいたま市浦和区高砂２―６―18
　みずほ信託銀行浦和支店（☎０４８―８２２―
　０１９１）
提出期限
・10月支給分…８月31日㈬
・平成24年４月支給分…平成24年２月29日㈬
★埼玉県防犯・交通安全課☎０４８―８３０―２
　９５８

　８月31日㈬まで、チャイルドシート・シート
ベルト着用促進運動を実施しています。
　チャイルドシート・シートベルトは、万が一
の事故のときに、身体への被害を大幅に軽減し
ます。事故の衝撃、車外放出の危険性はどの席
でも同じです。
　安全のためにも『後部座席も、しっかりベル
ト！』を心がけましょう。
★自治防災課☎�１１１８、総務課☎�１３３
　１（内線２１３）

　児玉郡市広域消防本部では、いざというとき慌てず対応で
きるよう「命の助け方」に関する講習会を次のとおり開催し
ます。この機会にぜひご参加ください。
①普通救命講習（Ⅰ）
日時　10月８日㈯、12月10日㈯、平成24年２月25日㈯、午前
　９時30分～午後０時30分
②普通救命講習（Ⅱ）
日時　11月18日㈮、平成24年1月20日㈮、３月23日㈮、午前
　９時～午後１時
《①②共通》
場所　児玉郡市広域総合センター
対象　児玉郡市内在住・在勤・在学者（中学生以上）
主な内容　心肺蘇生法（ＡＥＤの使用法を含む）、大出血時
　の止血法、気道異物除去法、対象者によっては、小児・乳
　児に対する心肺蘇生法
※②は、座学・実技の効果測定があります。
定員　各回30人（受講者が７人未満の場合中止）
申込　受講申請書に必要事項を記入し、児玉郡市広域消防本
　部本庄南分署に各回の１週間前までに提出
※受講申請書は児玉郡市広域消防本部本庄南分署で配布のほ
か、ホームページ（http://www.kodamakouiki.jp/）から
もダウンロードできます。
★児玉郡市広域消防本部本庄南分署☎�１０９８

　児童・高齢者に対する虐待、女性に対する暴力・障害者の
人への偏見からの差別などさまざまな人権問題が増加してい
ます。また、インターネットを悪用した人権侵害など新たな
人権問題も発生しています。
　「人権尊重社会をめざす県民運動」は、「すべての県民がお
互いの人権を尊重しながら共に生きる社会」を実現するため、
県、市町村はもちろん県民総ぐるみで取り組む運動です。
　埼玉県では８月を強調月間と定め、次のとおりイベント（入
場無料、事前申込不要・先着順）を開催します。この機会に
ぜひご参加ください。

ヒューマンフェスタ２０１１さいたま

日時　８月25日㈭　午前10時～午後４時30分
会場　大宮ソニックシティ
内容・時間
①人権作文・生島ヒロシ講演会・中島啓江ハートフルコンサー
　ト（午後１時～４時30分）
②堀ちえみトークショー、ピアノと遊ぼう、マジックショー、
　お笑いライブ（午前10時～午後１時30分）
③啓発資料展示、相談コーナーなど（午前10時～午後４時）
★埼玉県人権推進課☎０４８―８３０―２２５５

　交通事故被害者のご家族へ
　　　　　　援護一時金を給付します

　チャイルドシート・シートベルト
　　　　　　　　着用促進運動実施中

普通救命講習会を開催します

８月は「人権尊重社会をめざす
　　　　　　県民運動」強調月間です



〜特定健診及び健診の日程〜
会場 日程

本庄市保健センター
（小島南）

９月８日㈭～10日㈯、
12日㈪～16日㈮

セルディ（児玉町金屋）９月27日㈫～30日㈮

中央公民館（北堀） 10月３日㈪～７日㈮

受付時間　午後１時～２時　料金　500円
※予約状況については、本庄市保健センター
へお問い合わせください。
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「下水道の日」の集い
〜水循環センター見学会を開催〜

　水が貴重で大切なものであるとともに、下水道が生
活の中で身近なものであることを実感していただくた
め、水循環センター（東五十子382―１）の施設見学
を実施します。　　　　　
日程　９月８日㈭、９日㈮、10日㈯　　　　　
時間　午前10時～、午後１時30分～　　　　
申込　９月６日㈫までに電話又はファックスで下記へ
★㈶埼玉県下水道公社小山川支所☎�７９９７、蕭�
　６８３１

　第51回「下水道の日」
　　　　作品コンクールの作品を募集
　下水道に対する理解を深め、その普及と活用を促進
するため、下水道の役割をテーマにした作品を募集し
ています。ぜひご応募ください。
部門 応募資格

ポスター 県内の小中学校に在学す
る児童・生徒（作文部門
は小学校４年生以上）

書道
作文
標語 県内在住・在勤・在学者
《各部門共通》
締切　９月16日㈮（必着）
応募先　〒３３８―０８３７
　さいたま市桜区田島７―２―23　
　㈶埼玉県下水道公社経営企画課作品コンクール担当
※詳しくは、下水道課（市役所２階）で配布している
募集要項をご覧ください。
★㈶埼玉県下水道公社経営企画課☎０４８―８３８―
　８５８５

９月10日㈯は「下水道の日」です
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下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

★下水道課☎�１１４６

公共下水道への
接続はお早めに！
下水道が使える区
域にお住まいの人
は、なるべく早く
下水道へ接続しま
しょう


